
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上越市立高田西小学校 
平成 27年度 学校支援プログラム 

第 1回全体リフレクション資料 

H27.09.11 
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1.支援校の研究主題 

「自ら考え、進んで伝え合う子の育成」 

～一人ひとりの思いや考えを表現し合う言語活動を通じて～ 

【国語の授業の工夫に関する手立て】 

・課題提示の工夫・教材開発・教材活用の工夫・授業の UD化・基本的な話す、書くスキルの育成 

・日常的な書き慣れるための取組・単元を貫く言語活動の設定・多様な伝え合いの場の設定の工夫 

2.研修の方向性 

・学習意欲を引き出す課題設定を追求し、その活動の中でお互いの思いや考えを大切にし、力

を合わせて学ぶことで、自分の主張を明確にし、表現できるような学習活動を目指す。 

・実現に向け、研究授業の学習課題、伝え合いの設定の工夫をプロトコル等で分析し、子ども

たちの学びの質や言語活動の価値を明らかにする。 

例：２年生 国語 
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